
情報通信・マスコミ

BLAM（2）アイテック アドシード あとらす二十一
アルプスシステムインテグレーション インテック
エッチ・アイ・シー オービック ハイパー
日本SI研究所 日本コンピュータ開発
日本総合研究所 NECソリューションイノベータ
NTTコムウェア SAPジャパン SCSK
Supership デロイトトーマツアクト ヤフー
ヤマトシステム開発 三菱地所ITソリューションズ
日本IBMデジタルサービス 富士通ジャパン
U SEN-NEXT HOLDINGS
チューリップテレビ CEC新潟情報サービス
アイテック ソリマチ技研 メビウス
NTT東日本-関信越

製造業

エイアンドティー ツツミ ハウステック フォーカス
ミスミグループ本社 TDK セイコーエプソン

ネスレ日本 古野電気 東京エレクトロン 潤工社
IKプラス 日本原燃 三幸製菓 コロナ ツバメックス

太陽工機

建設等

住友林業 大成ロテック 大和ハウス工業 福田組（2）
新潟県建設技術センター 小柳建設 ナカムラ 日の丸商会

不動産

JR東日本ビルディング リアークスファインド 大京

金融

秋田銀行 第四北越FG（4）

大学院

千葉大学大学院 北陸先端科学技術大学院大学
新潟大学大学院 自然科学研究科（34）医歯学総合研究科

公務員

関東信越国税局（国税専門官）北海道 岩手県 福島県 鶴岡市
金沢市（地方上級・行政）新潟県（土木/警察）（2）

その他・人材サービス

Dirbato サーキュレーション シンプレックス・ホールディングス
マイナビ エン・ジャパン SOMPOケア 燕屋 つばめいと
NSGグループ 敬光寺 新津郷土地改良区

協創経営プログラム
新潟大学 工学部 工学科

Engineering Management Program

Engineering
Management

工学

マネジメント

社会に必要なモノや
システムの創造

社会に潜在する課題の
発見と解決

国立大学法人 新潟大学工学部 工学科 協創経営プログラム事務室
025-262-7287TEL·FAX

em-info@eng.niigata-u.ac.jpE-mail

https://www.eng.niigata-u.ac.jp/~emgt/HP

https://www.facebook.com/emgt.niigata/Facebook

問い合わせ先

現在、私はアクセンチュアで、業務分析やシステムの開発業務を中心に取り組んでいます。協創経営プログラムの特
長でもある技術経営（MOT）の視点を学んだことで、技術的な課題をビジネスの観点から捉える能力が鍛えられました。
そのおかげで、社内でのプロジェクトや業務改善の提案において、技術と経営の双方から適切な課題設定や分析ができ
るようになっています。特に、複雑な課題を整理し、組織内の意思決定を支援する場面でその効果を実感しています。

Voices from Our Graduates
卒業生の声

南雲 航さんアクセンチュア㈱ 在職 令和3年度 協創経営プログラム卒業（2期生）
令和5年度 大学院（自然科学研究科）修了

進
学
 3
0%

首都圏その他 3
7%

地元就職
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それぞれおおよそ3割が地元での就職と大学院進学をし
ており、首都圏の企業では情報通信関係の大企業、
ベンチャー企業と製造業に就職する学生が多いです。
地元就職の場合には、公務員・金融・建設など幅広い
業界に就職する傾向がみられます。

〈傾向〉

首都圏・その他
Uターン就職
新潟県内就職

※（ ）内は人数 ※令和2～6年全卒業生のうち起業・資格取得・就職希望なし・進学先未定・不明の5名を除く全員

撮影：新潟大学工学部工学科協創経営プログラム



課題解決に向けたアクション

持続的他動運動による
深部静脈血栓症予防試作装置

装置による血流量改善効果を
超音波エコー装置で評価

評価結果の検討・考察
(研究室の風景)

●尾田 雅文 教授

協創経営プログラム
Engineering Management Program

　文系・理系の枠を超えた視点から社会的課題に向き合い、工学
技術の応用により解決策や新たな価値を“社会と「協創」”すること
ができる人材を育成します。

技術と地域・社会との橋渡しを担う実践力ある
技術者の育成 協創経営プログラムは、自然科学と人文・社会科

学の知見を組み合わせ、現代社会が抱える複雑
な課題に対応できる力を育てる実践的な教育プ
ログラムです。講義に加え、地域・企業との連携
によるPBL（課題解決型学習）や実習を通じて、
チームでの共創力を身につけた即戦力となる実
践的な人材を育成します。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色

協創経営プログラムでは、工学と経営学をともに
学び、複雑な社会課題を主体的に発見・解決す
る能力を育成しています。このため、課題解決型
授業（PBL）を通じて、地域や産業界と連携した
教育を行っています。学生が自身の関心や将来
のキャリアに応じて柔軟に学べるよう、工学分野
の専門科目を「パッケージ」化して提供し、自律的
な科目選択・履修を可能にしています。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

プログラムの地域連携と研究の最先端授業紹介

写真は、日本有数の金属加工と中小企業の集積で知られる燕・三条地域の製造現場において、
拡張現実（AR）仮想現実（VR）技術を金型製造現場に導入可能性を試験している様子。
（撮影・指導協力（株）ツバメックス（本社・所在地：新潟県新潟市西蒲区））

科目履修の流れ

　多岐にわたる工学分野から自ら選ん
で学ぶ科目を主体的にデザインしてい
くカリキュラムになっています。
　1年次では、工学全般や情報系科
目・数物系科目の基礎科目を学ぶとと
もに、経営課題への関心や視点を養う
授業を履修します。
　2年次からは、産業・地域実習で現
場に出て課題を学ぶとともに、工学部
の専門科目を大くくりでまとめたパッケ
ージ科目を選択し、その中から自らの関
心に合わせて主体的な学びを自らデザ
インしていきます。
　卒業年次には、地元産業界と連携
するなど、実践的な課題設定のもと卒
業研修・卒業研究に取り組みます。

●深部静脈血栓症予防装置の開発事例
医療の現場とものづくり現場のそれぞれの課題を解決するため、新しい深部静脈血栓症予防装置を開発・試作しています。

医療現場における課題
　長時間同じ姿勢を取り続けると、血管内に発生した血栓が血液
で運ばれ、肺血栓塞栓症や心筋梗塞等、生命の危機に直結する
症状を発症することがあります。
　医療の現場では、間歇的空気圧迫装置等を用いて予防しますが、
装置装着部位の蒸れやかゆみなどを訴える患者さんが存在します。

　医療の現場と地域企業の双方の課題
を解決するために、地域企業のものづくり
チームとともに新しい深部静脈血栓症予
防装置を試作しました。本装置は、足関節
を持続的他動運動することで、「第2の心
臓」と呼ばれるふくらはぎ(ヒラメ筋)を伸縮
運動させます。この時、静脈内の逆流防止
弁が作用し、血流改善の効果を生みます。
本装置の効果は、超音波エコー装置のカ
ラードップラー画面により確認しました。

地域産業における課題
　地域産業を担う企業では、特に「次の時代を担うものづくり若手
人材の育成」が課題とされています。
　また、地域の持続的発展のためには、「新規事業の創出」が必
要であり、そのためのヒントを得たいとの要望が根強くあります。

学年 PBL型コースワーク 専門系科目 一般系科目

1年次

工学リテラシー入門
リメディアル演習

エンジニアのため
のデータサイエンス
入門

教養系科目
（語学、自然科学、
人文・社会科学等）

専門科目を大くくりし
た「パッケージ」を選
択、その中の専門科目
を希望に合わせ履修

経営管理入門
科学技術表現法
企業会計基礎

プロジェクト・マネジメント基礎
マーケティング基礎
組織マネジメント基礎
生産・品質管理基礎
社会システム工学演習
技術英語

2年次

3年次

4年次

総合工学概論
国際工学概論
総合技術科学演習
技術者の心がまえ
情報セキュリティ概論
知的財産概論

アントレプレナーシップ
協創経営概論
ビジネス統計学

プログラミング基礎Ⅰ・Ⅱ
コンピュータ基礎
人間支援感性科学概論

産業・地域実習基礎
産業・地域実習

産業地域実習
課題発見プロジェクト

課題解決プロジェクトⅠ・Ⅱ
卒業研修
卒業研究


